　　　　ガールズホーム運営報告書

　

２００７年１１月～２００８年４月　前半期
建設に際してご支援下さった皆様の、そして、現在もご支援下さっている皆様の多大なるご協力のお陰で、２００７年１１月１６日、無事開所式を執り行う事が出来ました。改めまして感謝いたします。誠にありがとうございました。

尚こちらの不手際により、開所式後のご報告が遅れましたことをお詫びいたします。申し訳ございません。

ではご報告を致します。

２００７年
１１月～１２月
開所式を無事迎え終えた時点では、１２月上旬に子供達が来る予定になっていました。しかし、行政サイドの不手際で、いつ子供が来るかわからない状態になってしまいました。ですから、早急に対応するよう行政サイドと何度も連絡を取り合いました。その甲斐あって、１月の新学期（スリランカの学校は１月が新年度）には数名が来るとの事でした。しかし、これまた行政サイドの担当者の怠慢の為遅れてしまいました。

　結局、２００７年内に子供達の笑い声はガールズホームに響きませんでした。

２００８年
１月
子供達が来ない中、副寮母が決定したと思ったら、諸事情ですぐに辞めてしまったので、寮母に負担がかかる日々が続きました。これが２月中旬まで続きました。結局、５人目（現在の副寮母は寮母の実妹）で落ち着く事になりました。それと同時に、料理長も募集をかけて面接を行っていました。しかし、料理長もなかなか決まらずにもどかしい思いをしていました。

その間も、行政サイドの担当官と何度も話し合いを設け、現在の状況の説明を求めました。しかし答えはいつも、「もうちょっと待ってください」の一点張りであまり進歩が見られませんでした。

この時期、常駐スタッフは寮母とケアテイカーの２名だったので、子供達に早

く来て欲しい気持ちはありましたが、スタッフの人数の関係で、来るのが遅れていたのが逆に幸いしました。

２月
２月上旬に行政から連絡があり、「２月６日に最初の子供として２人の姉妹がお父さんともに行きます」と言われました（現在この姉妹は、父親と親戚の方が力をあわせて子供を育てる事が出来るようになり、家庭に戻っています）。そして連絡どおり、初めての子供２人がガールズホームに来ました。それからは順調に、７日に１人、９日に６人、そして３月１日に６人と子供達が徐々に増えていきました。

ご存知のように、スプートニクガールズホームは新しい建物ではありましたが、なにぶんインフレにより大幅に予算をオーバーしてしまいましたので（当初の予算より５０％増）最低限のファシリテイ―しかなく、ほぼ寝具のみという状態だったので、無い予算から借金をしながら日用品を買い揃えてやり繰りする日々が続きました。今では多くの皆様からのご支援ご協力を得て徐々に揃ってきております。しかし、それでもまだまだ日用品が不足しているのが現状です。特に新しく来た子供に関しては、前のガールズホームにいたときから下着が１着ないしは無い状態でここに来ますので、最優先して何着か買います。さらに、洋服もよそ行き１着と普段着１着という有様で、制服すらない子供も多くいますので、こちらもすぐに買います。確かに他国やスリランカの北部地域にある孤児院に比べれば、寝泊りできる場所があるだけ幸せかもしれませんが、スリランカではこのような現状が一般的です。特に、孤児院に定員オーバー扱いでいる子供は住民票すらなく学校に通えない状態です。そんな子供達には十分に日用品がいきわたらない事もあります。ひどい孤児院ですと、寮母や責任者が寄付金をいただいても子供達に洋服や食器すら買え与えず、お金がないから買えないといってはまた寄付をお願いするところも少なくありません。この背景にはスタッフの給料の安さが問題となっている場合が多いです。ここではそのような事がおきないようにスタッフには十分に給料を払っています。

我々は少しでも子供達の笑顔と精神的豊かさを、そして、物質的豊かさを（決して過剰という意味ではなく）バックアップしていき、社会に送り出したい、または親元へお返したいと思っております。
下旬には、去年の７月からガールズホームでビルディング系のボランティアをしていたNGO団体「i-to-i」が、ガールズホームの子供達の生活開始を待っていて、２月の生活開始後に語学系のボランティア（女性限定）２名がきました。最初の２人、そしてそれ以降の「i-to-i」ボランティアのお陰で（４月現在７人目）、最初は不安で緊張していた子供達の表情が日に日に変わり、笑顔が素敵になっていったのが印象的でした。もちろん皆様からのご支援のお陰でもあります。現在も笑顔増幅中です。

下旬には、工事が遅れていた２階部分が完成しました。ロビーと寝室が２つと、図書館を予定している部屋の４つがあります。予算の関係でトイレとシャワールームは４月現在もまだ完成しておりません。

３月
中旬頃の昼と夜の寒暖差の激しさと、夜の長雨のせいで体調を崩したり、病気になって入院したりする子供が出てきて、スタッフの人手が足りない時期もありました。そこでしばらくはこのままの人数でお願いします、と事務所に電話しようとした矢先の１９日、担当する方より連絡があり、「子供４人が来ましたから受け入れをお願いします」と言われ、当然断るわけには行かないので引き受けました。これでこの時点で新たに４名が来て１９名となりました。今思えばその頃は、予算的にもスタッフの人数的にもまだまだ厳しい状況でしたが、現在の子供達の関係を見ていると引き受けてよかったと思います。１９名という人数が上手い具合に作用して、とても良い家族関係を築き上げているように思われます。

そして２６日に２０人目の子供が来て定員の２０名になりました。
４月
４月のお正月（スリランカは毎年１３日か１４日が新年、今年は１３日でした）には新しい服を着て迎える習慣があるので、前日の１２日に子供達２０名で新しい服を買いにいったり、新しい文房具や靴を買いに行ったりしました。その後お正月休みに入り何人かが親元へ里帰りしました。そして、お正月が過ぎてもそのまま親元に落ち着く子供もいました。これは、本来我々が目指している形なので喜ばしい事であります。

前にもお知らせしましたように、スリランカの孤児院は両親がいない子供もいますが、片親だけで生活に貧窮している家庭の子供や、離婚してどちらの親も養育を放棄し、身を寄せる家庭が無くなった子供などを、一時的に、また成人するまで孤児院で受け入れます。そして親が経済的に安定し、親から引取りの連絡があればいつでもお返しします。また、子供の障害の関係や親の希望などで孤児院を変わる場合もあます。ですからここに来て１,２週間でいなくなる子供もいます。今回の２０番目の子供は、行政サイドが知的障害ということを把握せずにここに送られて来ました。担当者が詳細把握後に孤児院が変わりました。

以上の理由で、お正月を挟んで３名が親元へ戻り１名が孤児院を変わりました。そして定員２０名を割ったので、お正月明けの２３日に新しい女の子が１人来ました。これで１７名となりました。定員は２０名ですので、人数が２０名を割りますと自動的に２０名になるようになっていますので、残りの３名も間もなく来ると思います。

現時点（４月末日）では、寮母１名、副寮母１名、ケアテイカー１名、料理長１名、副料理人１名の計５名で１７名の子供達の世話をしています。

皆様、今後も末永くスプートニク　ガールズホームを宜しくお願い致します。
スプートニク　インターナショナル　スリランカ　スタッフ一同　　　

　　

